
中間報告書 
   令和３年９月１５日現在 

 

１  事 業 名 

備中地域の伝統芸能を通した地域活動 

～「本物の能楽」に触れて地域おける伝統芸能・伝統文化を再発見しよう～ 

 

２ 実施期間 

令和３年４月１８日～令和４年２月２８日  

 

３  事業内容 

① 事業の目的・概要 

備中地域の伝統文化・伝統芸能を知ることにより、自らの存在が地域社会の中で

育まれたことを再認識し、若い世代に地域のためにできること、故郷のためにでき

ることを探すきっかけになればと考える。この事業により地域住民主体によるまち

づくりや、地域住民による地域の魅力の発信など、当該地域の魅力の再発見につな

げていきたい。 

  

② 事業の流れ･進捗状況等 

＜実施したこと＞    

■備中能楽体験教室 

2021.7.18 倉敷会場 （「つくぼ片山家」）  2021.7.25 早島会場 （「いかしの舎」） 

               参加者 ： 倉敷会場 16 名、早島会場 13 名(当日欠席 2 名) 計 29 名 

  

＜今後、実施すること＞ 

■備中能楽講座    2021.11.14（暫定） 総社市 FLC ビル 

能楽師による能楽講演会。総社で伝統芸能（備中神楽）活動を展開している

NPO 法人かんなぎと連携し開催。会場は、地域活動に熱心なあさのクリニック所

有の地域活動交流拠点「FLC ビル」を予定している。 

 （上記は現時点での予定であり、感染症対策等により日程や内容の変更の可能性あり） 

 

■備中伝統芸能フェスティバル    2022.2.6 「倉敷芸文館」 

   演納会（演目「藤戸」）に加え地域の活動者による活動報告等を予定。また、 

ホールロビーに伝統芸能関係団体の活動発表・交流ブース等を設置予定。 

（上記は現時点での予定であり、感染症対策等により日程や内容の変更の可能性あり） 

 

③ これまでの成果･効果、今年度事業終了後の成果･効果の見込み 

今年度の成果目標である「地域の伝統文化を知ることにより、自分が住んでいる

地域の活動に興味を持ち年齢層を問わず地域の伝統文化・伝統芸能に積極的に参加

するようになる」、及び優れた伝統的な文化・芸術・芸能に触れることにより、若

い世代が持つ創造力思考力等を養い、地域における伝統文化や伝統芸能を身近に感

じらえるようになる」という目標を計画した。現時点では企画イベントのうち１種

類の企画（「備中能楽体験教室」）しか開催できていないが、当該企画参加者から

は高い評価をいただき一定の成果があったのではないかと思われる。 

      （詳細は別紙「2021.7 能楽体験教室 参加者アンケート結果」参照） 



 

成果目標 指標 
現状 

(数値) 

目標 

(数値) 
実績(現時点) 

はじめて伝統芸能

に触れる地域住民

の数を増加させる 

参加者アンケート

で「初参加」をカ

ウント 

  0 
各イベントで 

参加者比率25％ 

既実施分 

60％以上 

企画を連携して運

営できる団体等の

獲得 

後援や運営協力団

体をカウント 
  0 団体数10か所以上 

 

(2月ｲﾍﾞﾝﾄ未) 

 

伝統芸能を身近に

感じてもらい、地

域への愛着を醸成

する 

参加者アンケート

による意識の変化

等 

  －     － 

 

既実施分 

高評価 

 

④ 課題等 

○コロナ禍におけるイベントの開催について 

新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から、イベント開催に大きな支障が出

ている。当初の計画では「備中能楽講座」は当初２０２１年５月に開催予定であ

ったが、感染第４波の拡大により延期。代替日程を９月に設定したが、感染第５

波の影響で再延期となった。 

感染拡大の状況を備中県民局と協議しながら、当法人内で検討のうえ、随時対

応しているが、当該対応に翻弄されている印象が強い。 

特に、２０２２年２月に開催予定の「備中伝統芸能フェスティバル」は企画す

るイベントのなかで最も大規模なものであり、演者・活動発表等出展者・イベン

トスタッフ・参加者などの大勢の人間が特定の場所（開催会場の「倉敷芸文

館」）に集結することとなっている。 

チケット販売等の事前準備等も膨大にあるなか、感染の急拡大により開催可否

の再検討が必要となった場合、関係者の了承を得ながら開催可否を迅速に判断し、

その後の対応を適切にできるかが課題と考える。 

 

４ 参考事項・資料 

・写真（開催済みイベントの様子）  

   ・アンケート結果（2021.7 能楽体験教室 参加者アンケート結果） 

   ・イベントビラ、事業概要パンフ 

              



030401 改正後様式 

様式第２号－１（第７条関係） 

事 業 計 画 書 
①団体名 特 定 非 営 利 活 動 法 人  つくぼ片 山 家 プロジェクト 

②テーマ区分 
指定テーマ（４） 
「備中地域の魅力・伝統文化の発信」 

③事業名 
備中地域の伝統芸能を通した地域活動～「本物の能楽」に触れて 地
域における伝統芸能・伝統文化を再発見しよう～ 

④採択回数等 

１回目（初申請） 
*令和２年度に採択され、継続する事業については、いずれかを○で囲んでください。  

新制度の適用    ・    経過措置規定の適用 
（補助率4/5以内、上限160万円）     （補助率1/2以内、上限100万） 

⑤事業目的 

備中地域の伝統文化・伝統芸能を知ることにより、自らの存在が地域社会の中で育まれたこ

とを再認識し、若い世代に地域のためにできること、故郷のためにできることを探すきっかけに

なればと考える。この事業により地域住民主体によるまちづくりや、地域住民による地域の魅

力の発信など、当該地域の魅力の再発見につなげていきたい。 

⑥現状及び課題 

能楽や神楽などの伝統芸能の文化は岡山県のみならず全国的に指導者の高齢化や能舞台

等の活動の場所の減少により、そのポテンシャルを十分に発揮できない状況にある。また、能

楽や神楽という名称は知っていても実際にそれらを体験・鑑賞したことのある人々は減少の一

途となっている。こうした現状に拍車をかけることとして「本物の伝統芸能」に触れる機会がなく

仮に貴重な機会として地元備中地区で上演会等が開催されたとしても、開催経費等の関係

で受講料・観覧料が高額となり、一般的な市民、特に学生や若者層はその負担から参加を

躊躇してしまうといった課題がある。 

⑦事業内容 

（１）「備中能楽講座」（能楽night in総社） 【開催回数：１回】 

開催日：令和３年５月８日（土） 令和３年１１月１４日     暫 定  

会場：総社市・ＦＬＣビルかぐらや（「NPOかんなぎ」との連携）  

参加者：備中エリア地域住民（主に総社エリア）  

講師：林宗一郎（観世流シテ方） 

内容：源平合戦を取り上げた能について講演会を行い、謡の体験をする。 

 

（２）「備中能楽体験教室」 【開催回数：２回】 

開催日：①令和３年７月１８日（日） ②令和３年７月２５日（日） 

会場：①「つくぼ片山家・能舞台」（倉敷市） 

②「いかしの舎」早島町） 

参加者：小中高生他、地域住民 講師：観世流シテ方、幸流小鼓方 

内容：室町時代から続く日本の伝統芸能「能楽」の仕舞・謡・小鼓を体験する。主として、地域

の小学生から高校生を対象に、プロの「能楽師」からレクチャーを受けられる貴重な経験の場

である。 

 

（３）「備中伝統芸能フェスティバル」 （「藤戸」演能会等） 【開催回数：１回】 

開催日：令和４年２月６日（日）  

会場：倉敷芸文館ホール 

参加者：備中エリア地域住民他、近隣の関心を持つ人 

内容： 

（1）謡発表会・・・能楽講座で体験した一般参加者が謡の発表会を行う。 

  （連携して活動した団体の活動等のコラボレーションも企画中） 

（2）能楽解説（歴史的背景等講話）：「藤戸」を紐解く 

（3）能楽「藤戸」（出演：林松響会）   

 

⑧天 災 地 変、感
染症等で⑦の事
業 が実 施 できな
い場合の対応 

オンラインでのWEB配信や小規模会場での規模縮小等を検討し、可能な限りの開催を目指

す。（開催の状況を収録。YOUTUBE等で配信） 

また当該イベントに興行保険をかけ、万一開催中止になった場合の損失に備える。 
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⑨今年度の成果
目標と指標 

①地域住民に広く「本物の伝統芸能」に触れる機会としての企画・イベントを開催し、伝統芸

能や伝統文化について、身近に感じてもらう機会を創出する 

②備中県民局管内の行政機関、市民団体や学校等と連携して企画を運営・広報することで 

伝統芸能通した、地域活動を連携や協働して活動できるネットワークをつくる。 
 

成果目標 指標 現状(数値) 目標(数値) 
はじめて伝統芸能に触れる 

地域住民の数を増加させる 

参加者アンケートで 

「初参加」をカウント 

      0 各イベントで 

参加者比率２５％ 

企画を連携して運営できる 

団体等の獲得 

後援や運営協力 

団体をカウント 

      0 団体数 

１０か所以上  

伝統芸能を身近に感じてもら

い、地域への愛着を醸成する 

参加者アンケートに

よる意識の変化等 

        -      - 

  

⑩中期(数年)的
な目標 

■当法人だけでなく、備中県民局管内の伝統芸能で活動している団体等と連携して、具体的

な企画・イベントを協働開催する。また、ご当地で相互の活動発表を行うなど、志を同じくする

活動団体と連携した活動が可能となる「場」（プラットフォーム）を創ること。 

■伝統芸能に限らず、観光や地域振興、福祉実践等、地域で精力的に活動されている多分

野・多方面の地域活動とコラボレーションし、新たな着眼点での事業協働や企画運営を行う。 

⑪長期的な目標 
地域住民が地域の伝統文化にふれ、地域の魅力や伝統文化・伝統芸能を認識することによ

り地域社会におけるつながりを深め、地域住民が主体的に地域活動を担える雰囲気を醸成

する。（地域の出来事を「わがごと」として、「地域丸ごと」で取り組む、まちづくり文化の醸成） 

⑫翌年度以降の
事業展開の予定 

能楽講座・体験教室の対象地域を拡大し、今年度開催できなかった他の備中エリア(例：井

原・笠岡市等)での開催を計画。地元学校や伝統文化の継承団体等ともさらに連携し地域に

愛着や関心を持ってもらえるような事業を行いたい。 

⑬事業実施に関
連する活動実績
・アピールポイン
ト 

■当法人が管理・運営する「つくぼ片山家」には能舞台があり能楽関係のイベントを主催でき

る会場を活用した企画が可能。 

■能舞台の存在から伝統芸能関係者・能楽関係者だけでなく、地域の伝統文化に興味をも

ち積極的に活動している人材とのネットワークがある。 

【助成実績】福武教育文化振興財団・教育文化活動助成（2018-2020年継続助成） 

⑭想定される 
役割分担 

 

【団体】 

■「備中地域の伝統芸能を通した地域活動～「本物の能楽」に触れて地域における伝統芸

能・伝統文化を再発見しよう～」の事業実施 

・事業計画にあるイベント(備中能楽講座,能楽体験教室,備中伝統芸能フェスティバル等) 

を企画・立案すること。 

・進捗管理を適切に行い、業務日程計画表に沿って事業を遂行すること。 

・次年度以降も同様の事業が継続できるよう、関係機関・団体等との連携を強化し、ネット 

ワークを構築すること。 

■各種保険への加入 

・参加者の不慮の事故や、天災等によるイベント中止に備え「興行賠償責任保険」及び「興 

行中止保険」へ加入すること。 

■事業報告書等の作成 

・中間報告及び事業実績報告書の作成を行うこと。 

 

【県民局】 

■企画への協力 

・甲が実施する事業「備中地域の伝統芸能を通した地域活動～「本物の能楽」に触れて地 

域における伝統芸能・伝統文化を再発見しよう～」に対し、助言を行うこと 

■イベント告知・参加者募集等への協力・支援 

・備中県民局管内の関係機関や市町村にチラシ等を配布するなど、県民の参加がより広

く得られるように支援すること。 

・募集段階から事業実施に至るまで、マスコミを利用した広報に努め、事業成果を 

高めること。 

・連携可能な行政機関や特定非営利活動法人との協働を支援すること。 

■補助金の交付 

・事業計画、役割分担にそって予算の範囲内で、甲に対して補助をすること。 

 

【その他】 

マスコミや地域の学校、文化振興財団等への広報協力依頼等 
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【理由・期待できる相乗効果】 

■地域住民や地域の学校、文化振興やまちづくりを実施している特定非営利活動法人等と 

連携→各々の立場で企画の立案や運営に参加の協力依頼→活動を通して備中地域の伝

統文化に関心を持ってもらう。 

■行政ホームページやイベント案内等により地域外の関心を持つ層に情報を発信。当該地域

に訪れて伝統芸能に触れてもらう機会を増やす。こうした取り組みにより企画に参加する地

域内・外の交流人口を増加させ、備中地域の魅力として伝統文化・伝統芸能を再発見する

機会を設ける。  

■備中地域を舞台とした伝統芸能である能楽「藤戸」の存在を発信して、さらなるイベントの

注目が高まることを期待する。 

 
＜記入上の注意事項＞ 

１ それぞれの項目についてはできるだけ具体的に記入してください。 

２ 「⑤事業目的」欄は、事業を通じて目指す将来的な姿（社会、経済、生活、環境など）、解決したい地域課題や

受益者等を踏まえて記入してください。 

３ 「⑥現状と課題」欄は、理想と現実とのギャップ（問題）、事業実施の要因となる地域課題等について記入してく

ださい。根拠となる統計データや当事者ニーズ等があれば、それも示してください。 

 

４ 「⑦事業内容」欄は、課題解決や事業目的における意味・位置づけとともに対象者、実施地域、実施方法など

を事業項目ごとに分かりやすく記入してください。 

５ 「⑧天災地変、感染症等で⑦の事業が実施できない場合の対応」欄は、代替案の検討、事業縮小、事業中止

などの考えを記入してください。 

６ 「⑨今年度の成果目標と指標」欄は、⑤の目的を果たすために今年度事業で目指すところ（短期の成果目標）

を具体的に記入し、事業を評価するための指標と、実施前(現状)と実施後(目標)の数値について記入してくだ

さい。具体的な数値が得られない場合は、目標と指標のみを記入してください｡ 

７ 「⑩中期(数年)的な目標」欄及び「⑪長期的な目標」欄は、⑤の目的を果たすため、中長期的に目指すところ

（中長期の成果目標）について、具体的に記入してください。 

８ 「⑫翌年度以降の事業展開の予定」欄は、「⑩中期(数年)的な目標」及び「⑪長期的な目標」を踏まえ、翌年度

以降に実施する予定の事業内容、組織体制、財源等について記入してください。 

９ 「⑬事業実施に関連する活動実績・アピールポイント」欄には、備中地域への波及効果、事業の先進性、先駆

性及び独自性に関すること、継続事業における活動実績や成果等について記入してください。 

１０ 「⑭想定される役割分担」欄は、協働協定書に基づく提案団体及び備中県民局の役割を記入するとともに、

その他関連団体や機関の想定される役割等を記入してください。 
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様式２号－２（第７条関係） 

日 程 計 画 表 
 

年月 事業内容 場所 規模等 

 

 

R3. 

11.14 

5.8 

 

 

 

 

R3. 

7.18 

7.25 

 

 

 

 

 

R4.  

2.6 

 

 

「備中能楽講座」 

暫定 

 

 

 

 

 

「備中能楽体験教室」 

倉敷会場 

早島会場 

 

 

 

 

 

「備中伝統芸能フェスティバル」 

 

①能楽講座で体験した一般参加者の謡の発表会 

や関係団体等よるパフォーマンス等 

 

②能楽解説（歴史的背景等講話）  

タイトル：「藤戸」を紐解く 

 

③演能会（演目：「藤戸」） 

 

 

総社市 

「FLC ビル」 

「総社かぐらや」 

 

 

 

 

 

つくぼ片山家 

いかしの舎 

 

 

 

 

 

倉敷芸文館 

  大ホール 

 

 

20 人程度 

 

 

 

 

 

各回 

定員 15 人 

20 人程度 

20 人程度 

 

 

 

 

 

300 人程度 

＜記入上の注意事項＞ 

１ 事業実施年度の年間スケジュール案を記入してください。 

２ 「場所」欄は、想定される実施場所を記入してください（例：○○市文化センター、△△市内）。不明な場合、特定

できない場合等は未記入で構いません。 

３ 「規模等」は、参加予定人数、印刷部数等数量的に想定される量を記入してください。不明な場合は未記入で構

いません。 

 



「備中能楽体験」 

 

  

 

 

 

 



 

 

 

 



2021.7 能楽体験教室 参加者アンケート結果 

岡⼭県備中県⺠局・NPO 法人つくぼ片⼭家プロジェクト 

お⼿数ですが、今後の企画運営等の参考としてアンケートにご協⼒をお願いたします。 

（１）ご来場者様について下記の質問にお答えください（〇の数字は総数） 

住所 ㉕ 倉敷市︓14 岡⼭市︓9 早島町︓2 

性別 ㉕ 男性︓7 ⼥性︓18 

年齢 ㉖ 10 代︓13 20 代︓1 30 代︓4 40 代︓4  

50 代︓2 60 代以上︓2 

職業 ㉖ 生徒・学生︓13 会社員︓3 自営業︓4 公務員︓1 主婦︓5 

来場手段 ㉒ 徒歩︓1 自動⾞（施設駐⾞場利⽤）︓16 自動⾞（送迎）︓5 

（２）本日の企画について下記の質問にお答えください。 

①本日の企画の開催日程・開催時間についての評価をお願いいたします ㉔ 

１︓とてもよい︓22 ２︓よい︓2 

②本日の企画内容につき、率直な評価をお願いします  ㉔ 

１︓とてもよい︓22 ２︓よい︓2 

③あなたは伝統芸能・伝統⽂化に関するイベントに参加したことがありますか︖ ㉒ 

１︓ない（今回がはじめて）︓13 

２︓ある︓9 （程度 数年に１回︓1 １年に１回︓1 その他︓定期的 7） 

⼀部記載漏れあり。実数値にて記載 

 



１．属性  

住所︓①備中県⺠局エリア 倉敷市︓56％、早島町︓８％  

②その他（岡⼭市）︓36％ 

性別︓男性︓28％、⼥性︓72％ 

年齢︓１０代︓50％、20 代︓3.8％、30％代︓15.4％、 

40 代︓15.4％、50 代︓7.7％、60 代以上︓7.7％ 

職業︓生徒・学生︓50％ 会社員︓11.5％ 自営業︓15.4％、 

公務員︓3.8％、主婦︓19.2％ 

来場⼿段︓徒歩︓4.5％、自動⾞（施設駐⾞場利⽤）︓72.7％、 

自動⾞（送迎）︓22.7％ 

２．イベント評価 

①開催日程・開催時間 

とてもよい︓91.6％ よい︓8.4％ （とてもよい・よい評価で１００％） 

②企画内容 

とてもよい︓91.6％ よい︓8.4％ （とてもよい・よい評価で１００％） 

③伝統芸能イベントの参加経験 

 経験なし（はじめての参加）︓59.1％ 

 経験あり（参加したことあり）︓40.9％ …うち定期的が 77.8％ 

 

 

 



個別記載︓ 

・プロの能楽師の⽅にご指導いただける貴重な体験でした（⼩学生・⼥⼦） 

・凝縮した内容でアウトラインを知ることができた。（４０代・⼥性） 

・時間はちょうど良い。昼⾷後の良い時間（３０代・男性） 

・能が体感できたから☆（⼩学生・男⼦） 

・ずっと体験してみたかったのでうれいしいです︕（３０代⼥性） 

・（日程について）日曜なので参加しやすい（１０代・⼥⼦） 

・ふだん体験できないことなのでよい（３０代・⼥性） 

・誰にでもわかりやすく教えていただき楽しかったです（５０代・⼥性） 

・ようじもなかったしたのしかった（⼩学生・⼥⼦） 

・はじめての能だった（６０代・⼥性） 

・日頃体験できない能楽ができてとても貴重な体験でした。⾒たこともありま

せんでした。ありがとうございました♡（４０代⼥性） 

 











令和３年度

岡山県備中県民局 提案型協働事業

備中地域の伝統芸能を

通した地域活動
～「本物の能楽」に触れて地域における

伝統芸能・伝統文化を再発見しよう～

〒710-1101岡山県倉敷市帯高727
連絡先︓080-3107-5759（代表 滝口携帯）

【HP】https://projectkatayama.wixsite.com/p-katayama
【E-mail】project.katayama@gmail.com

特定非営利活動法⼈
つくぼ片山家プロジェクト事務局

【実⾏委員・活動サポーターの募集︕】

当法⼈は、令和３年度岡山県備中県⺠局提案型協働事業により備
中地域の魅⼒・伝統⽂化の発信に取り組み、この事業を通して、地
域の多様な主体との連携を深め、地域の活性化を図りたいと考えて
います。私達と共にイベントを盛り上げ、「活⼒ある地域づくり」
の担い⼿になりませんか。実⾏委員と活動サポーターを募集します
ので、ご協⼒いただける⽅はホームページをご参照のうえ、お申込
みください。

※参加形態については個⼈・団体を問いません。
※学⽣グループ、地域サークル等の参加も⼤歓迎です︕

【募集メンバー】
①実⾏委員

実⾏委員会の委員として、イベントの企画⽴案、運営に参加して
いただきます。皆様の得意分野や才能を是非発揮してください。

②活動サポーター
ボランティアスタッフとして、イベント当日の運営に参加して
いただきます。イベントを成功に導くため、応援してください。

詳しくはこちらから

※インターネットでのお申込みが難しい場合は、下記事務局へご連絡ください。
詳細についてご説明いたします。

Copyright© 観世流能楽師 林 宗⼀郎

つくぼ片山家プロジェクト



法⼈名 特定非営利活動法⼈
つくぼ片山家プロジェクト

代表 滝口美保

所在地 岡山県倉敷市帯高７２７

TEL 080-3107-5759
（代表 滝口 携帯電話）

E-mail project.katayama@gmai.com

URL https://projectkatayama.wixsite
.com/p-katayama

設⽴ 2017年１１⽉

会員数 ３０名（2021.1現在）

事業内容 つくぼ片山家の保存・活用

⽂化芸術の継承に関する事業

まちづくりや地域包括ケアの推進

事業名称 令和３年度岡山県備中県⺠局
提案型協働事業

当法⼈提案
採択事業名

備中地域の伝統芸能を通した
地域活動
〜「本物の能楽」に触れて地域に
おける伝統芸能・伝統⽂化を再発⾒
しよう〜

事業年度 ２０２１年度（令和３年度）

（複数年度にわたる事業提案予定）

主な
イベント

実⾏委員会で下記イベントを
企画運営

①備中能楽講座

②備中能楽体験教室

③備中伝統芸能フェスティバル

連携・協⼒ 岡山県備中県⺠局

備中県⺠局管内の⾏政機関等

当法人の概要 事業概略

主な事業（イベント内容）ごあいさつ
当法⼈は倉敷市帯高にある古⺠家「つくぼ片山家」を活動拠点にして、当

屋敷の保存・活用を通して伝統芸能をはじめとする⽂化芸術の継承や地域で
の活動によるまちづくりや地域包括ケアの推進を目指す特定非営利活動法⼈
です。この度、岡山県備中県⺠局と連携した事業（提案型協働事業）に応募
し、能楽に関⼼がなかった地域住⺠や若い世代が地域の伝統⽂化・伝統芸能
に興味を持ち、地域の活性化が図られるよう、能楽講座・能楽体験を開催す
るとともに、能楽体験者による発表会や、能楽「藤⼾」演能会等を実施する
事業を提案し、検討の結果、事業化されました。

つきましては、地域の皆様に是非ともこの事業に興味・関⼼を持っていた
だき、各種イベントにご参加いただければ幸いです。今後とも、活動につき
ご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

伝統芸能の普及も地域活動・まちづくりの一環

開催⽇︓2021.9.11（土） 未 定 ＊詳細が決まり次第、別途お知らせします

開催会場︓｢ゲストハウス総社かぐらや｣（総社市三須796-1） 未 定

観世流シテ⽅林宗⼀郎先⽣を講師に招き、備中地域にまつわる能楽に
関する講演会を実施します。能楽の基礎から、ご当地にまつわる演目、
登場⼈物の⼈物像など興味深いお話が聴講できます。

備中能楽講座（「能楽night in総社」）

開催⽇︓①2021.7.18（⽇）②2021.7.25（⽇）

開催会場︓①「つくぼ片山家」（倉敷市帯⾼727）

②「いかしの舎」（都窪郡早島町早島1466）

「能楽」の仕舞・謡、小鼓を体験できるイベント。主に小学⽣や中
学⽣等を対象にした体験イベントを実施します。プロの能楽師から
学べる貴重な機会となります。

備中能楽体験教室（①倉敷会場︓つくぼ片山家 ②早島会場︓いかしの舎）

地域で「本物に触れる」機会を創ろう

開催⽇︓2022.2.6（⽇）

開催会場︓「倉敷芸⽂館」（倉敷市中央1-18-1）

各種伝統芸能や体験者による謡の発表会のセッション、能楽の解説、
林松響会による本格的な能楽鑑賞（演能会︓演目「藤⼾」）を実施
します。当該事業の集⼤成として、本物の能楽に触れることに加え、
地域で活動してる団体・個⼈の発表・交流の場となるよう計画中。

備中伝統芸能フェスティバル（「藤⼾」演能会等） 会場︓倉敷芸⽂館

「つくぼ片山家」

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、事業の中止、及び⼀部縮小等の可能性があります。

再延期

終了


